
平成２９年度 学校自己評価計画書 

 石川県立七尾特別支援学校珠洲分校 

重点目標 具体的取組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備  考 
１ 教員の専門性

向上と個別の
指導計画を具
現化した授業
の改善・充実
の推進 

①  学部を超えて授業を
参観し、参観者によ
るコメントをもとに
小・中・高が連携し
た授業改善に取り組
む。 

教務課 他学部の授業を参観する機
会が少なく、良い授業を行
ってもその専門性や技術が
浸透していかない。 

【努力指標】 
所属学部や他学部の授業
を年６回以上参観する。 
（各部２回以上） 

授業を参観した回数が 
Ａ：７回以上 
Ｂ：６回 
Ｃ：４～５回 
Ｄ；３回以下 

Ｃ以下であれば
参観方法などを
再検討する。 

９月と１月に教員
へのアンケート調
査を実施する。 

② 教員の専門性向上の
ための校内の事例検
討会や研修会を企画
する。 

キャリ
ア支援
課  
自立支
援 

本校には、知的に併せて肢
体や視覚あるいは発達障害
などその障害も多様な児童
生徒が在籍している。一人
ひとりのニーズに応じた指
導、支援ができる専門性の
向上をめざす。 

【成果指標】 
全体での生徒児童の事例
検討会あるいは障害理解
についての研修会などを
年９回以上開催する。 

実施した校内研修の回数が 
Ａ：１２回以上 
Ｂ：９回～１１回 
Ｃ：６回～８回 
Ｄ：６回以下 

Ｃ以下であれば
原因を分析し、取
り組み方見直し
をする。 

年度末に評価する。 

２ キャリア教育

の推進と進路

指導の充実 

① 社会との繋がりを意
識できるように、外
部講師や地域資源を
活用した授業を計画
し実践する。 

キャリ
ア支援
課 
進路指
導 

外部講師の授業や外部資源
を、キャリア教育の視点か
ら、学校全体で児童生徒と
社会を繋ぐという明確な目
的を持ち、計画的に実践さ
れていない。 

各学部での生活単元学習
や総合的な学習の時間、
作業学習において、外部
・地域資源を利用した授
業を、各学部で協議し、
年間１３回以上行う。 

各学部で協議した授業が 
Ａ：１５回以上 
Ｂ：１３回～１４回   
Ｃ： ８回～１２回 
Ｄ： ７回以下 

Ｃ、Ｄの場合は行
事や部の業務の
見直しを行い、協
議と実施体制を
作る。 

９月、１月に評価す
る。 

３ 地域関係機関
とのネットワ
ークの構築に
よるセンター
的機能の向上 

① 地域の関係機関や外
部専門家と連携し、
特別支援教育に対す
る校内外のニーズに
応じた支援を行う。 

キャリ
ア支援
課  
自立支
援 

珠洲市立病院、県リハのＯ
Ｔ，ＰＴ，ＳＴなどと連携
しながら、「助言→改善」
がサイクルするよう取り組
んでいる。今年度は外部の
参加者を含め、指導を受け
たことを活かして実践を重
ねることが重要である。 

【成果指数】 
指導・助言を受けた教員
がその後に改善のための
実践を行った人の割合で
評価する。（外部には 
アンケート郵送） 

改善のための実践を行った教員
の割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％以上９０％未満 
Ｃ：７０％以上８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば
取り組み内容及
び方法を再検討
する。 

事後アンケートを
年度末に評価する。 

４ 安心・安全な
学校づくりの
推進 

① 職員の｢安心・安全｣
に関する意識を高め
るため、防災に関す
る情報を「防災だよ
り」を通して発信す
る。 

生活支
援課 

職員を対象に捜索訓練やＡ
ＥＤ講習会、各種避難訓練
を実施しているが、防災を
裏付ける知識や情報の継続
的な提供がさらに必要であ
る。 
 

【満足度指標】 
生活支援課が提供する、
安心・安全に関する情報
は役立つものである。 
 

提供された安心・安全に関する情
報が役立ったと判断する職員の
割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％～９０％未満 
Ｃ：７０％～８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば
取り組み内容及
び方法を再検討
する。 

７月、１０月、１月
の年３回、教員への
アンケート調査を
実施する。 

② Ｗｅｂページで学習
活動の様子や学校か
らのお知らせを積極
的に発信する。日々
の行事だけでなく、
進路に関するページ
など、保護者や地域
の方に有益と思われ
る内容を吟味し、公
開する。 

総務課 学校のホームページの更新
状況などが、まだ全ての保
護者に伝わっておらず、保
護者のホームページへの関
心が低い。 
 
 
 
 
 

【努力指標】 
Ｗｅｂページの年間アク
セス数を２０，０００件 
を目標にする。 
（昨年度は年間アクセス
数１７，３１０件） 
 

Ｗｅｂページのアクセス数が 
Ａ：２５，０００件以上 
Ｂ：２０，０００件～ 

２５，０００件未満 
Ｃ：１５，０００件～ 

２０，０００件未満 
Ｄ：１５，０００件未満 

C以下であれば、
取り組内容及び
方法を再検討す
る。 

年度末に評価する。 


